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ダ ブ リン解 読 　 　 　「ユ リシ ーズ」、

　　　　民 族 、 女 性 性 、 書 くこ と1

武 田 美保子

1　 周縁から中心へ

　 ア イ ル ラ ン ドは長 い 間、 英 国 の 植 民地 で あ った に もか か わ らず(そ れ だか ら

こそ と言 うべ きか も知 れ な い が)、 数 多 くの優 れ た文 学 者 を排 出 し、 「英 文 学 」

の繁 栄 に貢 献 して きた。 そ の 屈 辱 的 な 歴 史 の も とで 、 彼 らの 母 国 ア イ ル ラ ン ド

に対 す るス タ ンス の取 り方 は さ ま ざ まな屈 曲 を経 てお のお の の違 いを その作 品 ・

ライ フ ス タ イル の なか に鮮 明 に反 映 させ て い る。 ア イ ル ラ ン ド出身 の痕 跡 を見

事 な まで に拭 い去 って オ ク ス フ ォ ー ドの寵 児 に な りお おせ たOscar　 Wilde。 こ

の 国 の 伝 説 や 民 話 に大 い に依 拠 す る こ とで 愛 国 の 念 を そ の作 品 群 に昇 華 させ た

J.B.　Yeats。 多 くの劇 作 を英 語 と フ ラ ンス語 で 行 な い 、 無 国 籍 コ ス モ ポ リ タ

ンと化 した か にみ え るSmuel　 Beckett。 こう した なか で、 終 生 エ グ ザ イ ル で あ

りなが らそ の著 作 に お いて は決 して ダ ブ リン を離 れ る こ と の な か っ たJames

Joyceの 母 国 と の関 係 は、 極 め て独 特 で あ る。2一 般 的 に は政 治 に 無 関 心 で 、

ア イ ル ラ ン ドの政 治 に は沈 黙 を通 した とい わ れて い る ジ ョイ ス だ が、 彼 独 自の

民 族 、 性 、 言 語 な ど に対 す る政 治 学 は彼 の作 品 の至 る所 に窺 う こ とが で き る。

そ の独 特 な政 治 学 を、 彼 の作 品 の うち特 にUlysses(1922)の 分 析 を通 じて 、

1　 本 論 文 は、 日本 英 文 学 会 中部 地 方 支 部 第45回 大 会 で の シ ン ポ ジ ア ム 「変 容 す る都

市 」 のパ ネ リス トと して 発 表 した 内容 に基 づ い て、 加 筆 訂 正 した もの で あ る。

2　 ア イ ル ラ ン ドを代 表 す る4人 の作 家 た ち の 、 さ ら に詳 しい 特 質 と相 違 に つ い て は

Richard　 Ellmann,　 Four　 Dubliners:　 Oscar　 Wilde,　 William　 Butler　 Yeats,

James　 Joyce,　 Samuel　 Beckett,　 New　 York:George　 Braizi11er,1988を 参 照 。
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ダ ブ リ ンと い う都 市 の描 写 の な か に読 み取 る の が本 論 文 の 目的 で あ る。

　 ジ ョイ ス は1912年 に、 彼 に は珍 し くア イ ル ラ ン ドへ の 熱 い 思 い を 吐 露 した 、

"Th
e　Mirage　 of　the　Fisherman　 of　Aran"と い う エ ッセ イ を 書 い て い る。 ア

ラ ン島 は、 「日の没 す る国 」 ア イル ラ ン ドの西 の端 に位 置 し、 初 期 キ リス ト教

の 時 代 に は 「聖 人 の 島」 と呼 ば れ、 ゲ ー ル の 言 語 と習 俗 を 今 な お残 す いわ ば ケ

ル トの拠 点 と して、 ア イ ル ラ ン ド(ケ ル ト)文 芸 復興 運動 の さな か に は、 イ ェー

ツ らに よ って 再 発 見 さ れ る こ とに な る。 こ こ に は、 ゴ ー ル ウ ェ イか らア ラ ン島

へ 渡 り海 図 を眼 に した 際 に彼 を襲 った 考 え が表 明 され て い る のだ が 、 そ こか ら

は こ の土 地 に対 す る彼 の特 別 な 思 い 入 れ が窺 え る。 今 は衰 退 し ヨー ロ ッパ の辺

境 と化 して い る ゴー ル ウ ェ イの 港 が 、 英 国 に代 わ って 、 大 西 洋 か らカ ナ ダへ と

伸 び更 に西 の世 界 へ と広 が る新 しい航 路 の 窓 口 と して 再 び よみ が え るの だ、 と

彼 は い う。 ち ょ う ど 「聖 ブ レ ンダ ン」 が キ リス ト教 の 布 教 を 目的 と して、 ア ラ

ン島か ら、 未 知 の世 界 へ 乗 り出 して い った よ う に。 そ れ に よ って 新 世 界 の息 吹

き は、 この港 か ら ダ ブ リ ン、 ホ ウ リヘ ッ ドを経 由 して 、 ロ ン ドンへ と流 れ込 む

の だ と。3現 実 の ベ ク トル とは逆 向 きの、 辺 境 か ら中 心 へ の こ の 転 換 に は、 長

い間 英 国 の支 配 下 に あ った ア イル ラ ン ドに対 す る ジ ョイ ス 自身 の屈 折 した心 情

が読 み込 め るだ ろ う。

　 負 を正 に、 ミク ロを マ ク ロへ と巧 妙 に反 転 させ る ジ ョイ ス独 特 の逆 ベ ク トル

は、 、41)ortrait　of　the　Artistαsαyo侃g　 Mα π(1916)の な か に も窺 う こ と

が で き る。Stephenは ダ ブ リ ンか ら ヨー ロ ッパ へ 旅 立 っ 直 前 の1904年4月3

日の 日記 に、 「タ ラへ の一 番 の近 道 は ホ ウ リヘ ッ ド経 由 だ」 と記 す 。 か っ て こ

の 国 を統 治 して い た ア イ ル ラ ン ドの王 た ち の居 住 跡 が 石 の廃 虚 と して残 る歴 史

の地 タ ラの 丘 へ は、 英 国 お よ び ヨー ロ ッパ 経 由 が近 道 だ とい う、 この逆 説 。 周

縁 と中 心 、 極 小 と極 大 、 の 自在 な転 換 に よ る この価 値 の力 学 の撹 乱 こそ が、 こ

こで 目論 まれ て い る こ とに違 い な い。 こ う した価 値 の反 転 を可 能 に す る彼 の 力

3 James Joyce, The Critical Writings of James Joyce, New York: Viking 

 Press, 1959, 235.



ダブ リン解読 一 『ユ リシーズ』、民族、女性性 、書 くこと　 　37

業は、故郷の街ダブリンの描写に極めて顕著に示されている。

2　 負の女性性 としてのダブリン

　『ユ リシーズ』に描かれているダブ リンがすぐれて記号都市であることには、

疑問の余地はないだろう。 ここには、新聞、商業広告、演劇、雑誌など、あり

とあらゆる当時のメディアによって発信される都市の記号が氾濫 している。そ

して登場人物たちがこうしたメディアによって発信される都市の記号の熱心な

解読者であることは、「意識の流れ」手法によって隈な く描き出されている。

だから小さなエピソー ドの各々に小見出 しがっけられ新聞に擬せ られている第

七挿話 「アイオロス」、ヴィク トリア朝の女性雑誌の文体 で書 かれている第十

三挿話 「ナウシカア」などに顕著にみ られるように、 ダブリンは 「メディア都

市」であるといってよいだろう。4また、演劇を中心 に展開 された当時の文芸

復興運動に対抗 して書かれたといわれる第十五挿話 「キルケー」に見 られるよ

うに 「劇場空間としての都市」で もある。そしてHomerのOdysseiaに 枠組

みを借 り、 さまざまな書物か らの引用の織物であるこの小説は、何よりも 「書

物 としての都市」であると言えよう。以上のように多様な側面を持っ ダブリン

に対 して、 ここでもうひとつのダブリン解釈を呈示 したいと思 う。それは女性

の身体 としてのダブリン、それ も極めて負性を帯びた女性性 としてのダブリン

である。 しば しば負の刻印を押されている女性性 ・女性の身体が、先 にあげた

ようなジョイスの筆の力によるジェンダーの撹乱のなかで、次第に積極的価値

を帯びてい くさまを以下にみていくことにしたい。 ダブリンの女性性を示唆 し

てい く際に、首都ダブリンはしばしばアイルランドそのものと重ねあわされて

いることに気づ くだろう。また、何故 ダブリンを彼の作品舞台に選んでいるか

4　 こ の 点 に 関 し て は 、Marshall　 McLuhan,　 Understanding　 Media:The

Extensions　 of　Man,　 London:Routledge　 and　 Keagan　 Pau1,1964(M.マ ク ル ー

ハ ン 『メ デ ィ ア論 』栗 原 裕 ・河 本 仲 聖 訳 　 み す ず 書 房 、1987年)に 詳 しい。 ま た 、R.

B.　Kersher,　 Joyce,　 Bakhtin,　 and　 Popular　 Literature:　 Chronicles　 of　Disorder,

Chapel　 Hi11　and　 London:The　 U　of　North　 Carolina　 P,1989も 参 照 の こ と。



38　 英文学論叢 第43号

につ い て も、 ジ ョイ ス 自身 の 次 の よ う な発 言 が ヒ ン トを与 えて くれ るか も知 れ

な い。

偉 大 な作 家 と い う もの は まず第 一 に民 族 的 な の です 。_.民 族 性 が 強 烈 で

あ って初 め て 、 そ の 結 果 国 際 的 に な るの で す...わ た し自身 は とい え ば 、

書 く もの は いっ で も ダ ブ リ ンにつ いて な ので す 。 ダ ブ リ ンの 核 心 に 迫 り

う る とい う こ と は、 っ ま る と こ ろ世 界 の あ らゆ る都 市 の核 心 に達 しう る と

い う こ と に ほか な らな いの で す か ら。 個 別 の中 に こ そ普 遍 が 含 まれ て い る

の で す。5

　 そ もそ も 「ダ ブ リ ン」 と い う名 前 に は、 ケ ル ト民 族 の隷 属 に よ る屈 辱 が 含意

され て い る。 「編 み垣 の浅 瀬 の 町(Baile　 tha　Cliath)」 と い う も と も との ゲ ー

ル語 の 名 は、 デ ンマ ー クか らの ヴ ァイ キ ング の侵 入 者 た ち が リフ ィー河 を 見 つ

けた 際 にっ け た呼 称 「黒 い入 江(Dubhlinn)」 に取 って 代 わ られ、 今 日 に至 っ

て い る。 ヴ ァイ キ ング の荒 くれ男 た ち の侵 入 と、 そ れ に続 くイ ギ リス人 に よ る

植 民 地 化 と い う長 期 に わ た る隷 属 の歴 史 の な か で、 この 国 の人 々 が ア イ ル ラ ン

ドを、 ま た首 都 ダ ブ リ ンを、 男 に陵 辱 さ れ る女 の身 体 とい う自虐 的 メ タ フ ァー

の も と に捉 え る よ うに な る の は、 む しろ 当然 の こ とか も しれ な い。 ス テ ィー ヴ

ンは、 植 民 地 時 代 に詩 や 歌 で お お っぴ らに国 名 を 口 に しな い た め に用 い られ た

「絹 の 牛 た ち」 「貧 しい老 婆 」 とい うア イ ル ラ ン ドの古 称 を、 ミル ク売 りの老 婆

と重 ね あ わせ な が ら、 次 の よ うに夢 想 す る。

絹の牛たち、貧 しい老婆。 これらはむかし彼女に送 られた名前、さまよい

歩 く老婆。不滅なる存在が卑 しい姿に身をやっ し、己の征服者と放将な裏

切 り者に仕えている。どちらからもなぶられている娼婦。ひそやかな朝の

使者。6

5　 Richard　 Ellmann,　 James　 Joyce,　 London:Oxford　 UP,1977,520参 照 。

6　 James　 Joyce,　 Ulysses,　 New　 York:Random　 House,1984,12.以 下 、 この テ

　ク ス トか らの 引 用 は す べ て この版 に拠 る。
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ま た、Mr.　 Deasyは 、 この 国 の 歴 史 を 次 の よ うに 括 って み せ る。

このわしらの国に初めて外国人どもを導 き入れたのも、ひとりの女だった。

マクマロウの妻 とその夫、ブレフニの王子オラークですよ。パーネルを失

脚させたのも女だ。　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 (29)

Finnegans　 Wakeで は冒 頭 か ら、 ダ ブ リ ンを 流 れ る リフ ィー河 の うね る よ う な

流 れ は、 女 の身 体 を想 起 させ る のだ が 、 こ こで も この 女 の身 体 は多 くの男 た ち

の問 を 「泳 ぎ」 わ た る。

話 して、 話 して 、 ど う い うふ う に男 たちを泳 ぎ きった の、根 っか らの いち ゃ

っ き上 手 の可 愛 い 悪 魔 だ っ た に して も?田 舎 者 た ち の前 に危 うい魅 力 をふ

りま きな が ら フ ォ ンテ ・イ ン ・モ ンテか らタ イ デ ィ ング タ ウ ンに そ して タ

イ デ ィ ン グ タ ウ ンか ら海 まで 。 次 ぎか ら次 ぎへ と くっっ い た りぶっ か った

り、 横 腹 を そ っ とた た いた り出 っ張 り に さわ っ た りゆ っ た りと満 ち ぐ った

り と引 きす べ る よ う に東 の 方 へ 。 誰 が 最 初 に押 しわ けて い っ た の?7

時には胎持 と屈辱がないまぜとなった貧 しい老婆として、また英国 と自国の宗

教的裏切 り者によっていたぶ られる娼婦として、そして姦通を犯 して国の崩壊

に手を貸す女、さらには至る所か らやって くる男たちを次々とうけいれる女と

して、性的に財め られた女、 もしくは性的に奔放な女として表象されるアイル

ランドもしくはダブリン。それ も先の 「ユリシーズ』の一節では、実際に妻に

裏切 られたのはマクマロウではなく、マクマロウこそがオラークの妻 とかけ落

ちしたのだという歴史的事実がねじまげられてまで、その負性は強調されてい

る。 これまで世界史の中では、征服者たる植民者たちを男、被征服者たちを女

とするジェンダー化がされてきたように、ダブリンという都市 もまたこの二項

対立のもとに、敵に身を任せる女として表象されている。 しかも、 この裏切る

女というダブリンのイメージは、『ユ リシーズ』 においては、Boylanと 姦通

7 James Joyce, Finnegans Wake, New York: Faber & Faber, 1939, 202.
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す るMollyと 重 ね あ わ さ れ、1904年6月16日 のLeopold　 Bloomを 終 日 さ い

なむ 。 ヨー ロ ッパ 文 明 の礎 を 築 きな が ら周 縁 に追 いや られ た イ ス ラ エ ル の民 ブ

ル ー ム は、 ユ ダヤ教 か らカ ト リ ック教 へ の 改 宗、 妻 の裏 切 りを始 め 、 父 親 の 自

殺 、 息 子 の死 とそ れ に続 く夫 婦 間 で の 性 行 為 の 不 在 、 な ど に よ る 「非 男 性 化

(demasulinization)」 も し くは 「女 性 化(feminization)」 に よ って 男 性 的 主

体 の位 置 を纂 奪 され た ダ ブ リ ン人 の 典 型 と化 す ので あ る。 こ の よ う に、 ダ ブ リ

ン とは、 裏 切 る女 で あ るだ けで な く、 裏 切 られ る男 と も表 象 され 、 徹 底 的 に女

性 性 の刻 印 を帯 び て い るの だ。

　 この ダ ブ リン に は、 さ らに も うひ とっ 「小 豚 を食 ら う母(the　 sow　 that　eats

her　f　arrow)」 とい う否 定 的 な女 の イ メー ジが重 ね合 わ され て い る 。 テ ク ス ト

の な か で しば しば 言及 され る 「ク ロ ッ ピー ・ボ ー イ」 のバ ラ ッ ドは、 自 らの 臨

終 に 際 して祈 りを 捧 げて ほ しい と信 仰 を強 い る母 の願 い を退 け た ス テ ィー ヴ ン

の罪 悪 感 と深 く関 わ って い る。 このバ ラ ッ ドは、 祖 国 の た め に 出征 す る こ とに

な った小 作 農 が、 これ まで の罪 　 　 た った一 度 だ け 、 た ま た ま 母 親 の 墓 の傍

を通 りか か った と き にお 祈 りをす る の を忘 れ た こ と　 　 を 告 白 す る が 、 告 白

を済 ませ て告 解 室 を 出 る と、 司 祭 だ と思 って い た男 は実 は英 国兵 士 で、 そ の英

国兵 士 は小 作 農 を即 刻 絞 首 刑 に処 す る よ う命 ず る とい う もの で あ る。 この少 年

の思 い違 い は、 カ トリ ック司 教 とイ ギ リス 国 王 の 「男 性 的」 制 度 の 正 体 を 暴 露

す るだ けで な く、 こ う した権 威 と母 的存 在 との屈 曲 した 関係 を も示 唆 す る。 ス

テ ィ ー ヴ ンの苦 境 は、 英 国 と カ ト リッ ク教 会 とい う二 つ の抑 圧 に苦 しむ アイ ル

ラ ン ドの それ と二 重 映 しに な る の だ が(「 ぼ くは、 イ ギ リ ス人 と イ タ リア人 と

い う二 人 の主 人 に仕 え る 召 し使 い だ 」(U.17))、 「母 か らの 愛/母 へ の 愛

(Amor　 matris)」 に よ って 引 き裂 か れ た ス テ ィー ヴ ンの 、 植 民 者 英 国 と宗 教

と い う男 性 的 ・父 的権 威 へ の反 抗 心 は、 この 母 の 存 在 に よ って 欝 屈 した もの に

な ら ざ る を え な い。 彼 の屈 折 した思 い は、 現 実 と幻 想 が錯 綜 しあ う 「キ ルケ ー」

の 章 で 劇 化 され 、 彼 はOld　 Gummy　 Granny(ア イ ル ラ ン ドの 別 名)に 姿 を 借

り た母 に よ って、 イ ギ リス兵 を や っっ け る よ う駆 り立 て られ る。
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(ス テ ィー ヴ ンの手 に短 刀 を押 しっ け る。)さ あ、 あ ん た、 や っ を や っち ま

いな 。 午 前8時35分 に お まえ は天 に 昇 って 、 ア イ ル ラ ン ドは 自 由 に な る

ん だ よ。(彼 女 は祈 る。)お お 、 神 様 、 この人 を召 した ま え!　 (U.490)

息 子 に カ トリ ック の信 仰 を強 い、 ま た愛 国心 に訴 え て彼 を英 国 との戦 い に駆 り

立 て、 っ い に は死 に至 ら しめ よ う とす る 「小 豚 を食 ら う母 」 の圧 力 に対 して、

ス テ ィー ヴ ンは"Nothung!"(ワ ー グナ ーの オ ペ ラの 主人 公 ジー グ フ リー ドの

持 つ 魔 法 の剣 の名/ク ロ ッ ピー の よ うな処 刑 は こあ ん だ)(U.475)と 叫 び 、

手 に して い た杖 で シ ャ ンデ リアを打 壊 す 。 こ こで ステ ィー ヴ ンに 「理 性」 と呼

ば れ る 「象 牙 の杖 」 は、 破 壊 的 な フ ァ ロ ス と して 、母 の亡 霊 を 打 砕 くの だ が、

そ もそ も この破 壊 行 為 自体 は、 宗 教 的 父(=Father)の 呪 縛 を 逃 れ て 、 芸 術

家 と して 自 由 に飛 翔 した い と い う要 請 か ら き た も の で あ る た め、 こ の杖 は、

「記 述 の 神 ト ト」 の持 っ 創 造 性 の証 の ペ ンで もあ る。 ア イ ル ラ ン ドに服 従 を 強

い る英 国 の法 と、 信 仰 を強 い る教 会 の二 重 の 男 性 的 権 威 に対 す る 「息 子 」 の反

抗 と 自由へ の希 求 は、 この よ う に 「母 な る」 ア イ ル ラ ン ドか らの拘 束 の網 の 目

を く ぐ り抜 け、 そ の拠 り所 を 書 く行 為 の 証 と して の ペ ンに もと め よ う とす るの

だ。

3　 ジェ ンダーのi撹乱

　ダブリンの女性性と英国および教会の男性性という二項対立における階層関

係は、 しか しなが ら 『ユリシーズ』というさかしまな世界では、決 して負/正

という安定 した優劣関係へ と収斂 していくことはない。 というのも、父権的 ・

男性中心主義的世界を支えるはずの 「父の名」は、 ここでは常に懐疑にさらさ

れているか らである。父性の神話を信 じることのできないスティーヴンは、

「父性 とは虚構にすぎない」 という。なぜな ら母親がだれであるかは常に明確

であるが、父親がだれであるかをだれも証明することはできないのであるから。

だか らこそ 「父(begetter)」 は 「息子(begotten)」 へ 「神秘的な遺産、使徒

の相続」を譲 り渡すことにより、それを根拠あるものに仕立てようとするのだ。
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これと酷似 した議論をわれわれは、 フロイ トの 『モーゼ と一神教』(1939)に

みることができるだろう。 ここでフロイトは、母権制的な社会秩序か ら父権制

への移行に伴 って、感覚的な直接知よりも知性が重ん じられるようになる過程

をたどり、次のように言 う。「父親がだれであるかのほうが、母親 の場合のよ

うに感覚的な証拠によっては確認できないにもかかわ らず、母親の身元よりも

重要であるとみなすこと、それゆえ子供は父親の名を名乗り、彼の相続人とな

るべきだと判断することが知性の進歩である」と。8ス ティーヴンの言葉を借

りれば、「聖母」ではなく 「この神秘」を基盤 として教会 の権威は築かれてい

る、っまり 「母の愛」の上にではな く、「空虚」の上にヨーロッパの伝統は成

り立 っているのだ。

　スティーヴンのこの懐疑 は、 ジャック ・デ リダの男根的論理中心主義批判の

議論 と密接に結びっ く。両者の近似性は、デ リダ自身による 『ユ リシーズ』論

にもあきらかである。9デ リダによれば、 ヨーロッパの形而上学は、「書 くこと」

を 「ロゴス」の下位におき、父の名、起源、神、真実、理性といった 「現前性」

に価値 と権威を与えることにより、その対立項に負の属性を帯びさせてきた。

こうして現前/不 在、真実/誤 謬、同一性/他 者性、理性/感 覚、男性性/女

性性 といった二項対立の第二の項を、第一の項の周縁に置 くことによって西洋

の伝統は吊り支えられてきたのだ。それゆえデ リダは、その伝統を支える階層

関係の恣意性を露呈 し、両者の関係の脱構築を図る。たとえば 『尖筆とエクリ

チュール』においては、ニーチェの文体を分析 しなが ら、デ リダは西洋的階層

関係を脱構築するたあの変数として、女の形象化に依拠する。ここでは女は、

主題(=サ ブジェクト)で あるとともに、主体(=サ ブジェク ト)で もある。

このとき女の位置は、主体/対 象とい う男根論理中心主義的二項対立をずらし、

自己同一性を保証する 「父の名」を脱構築 して しまうことになる。

8 Sigmund Freud, Moses and Monotheism, New York: Vintage Books, 1939, 

 150-1.

9　 デ リ ダ に よ る ユ ニ ー ク な 「ユ リ シ ー ズ 」 論 を 参 照 。Jacques　 Derrida,　 Ulysses

gramphone:　 Deux　 mots　 pour　 Joyce,　 Paris:　 Galillee,　 1987.
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　 この よ うに脱 構 築 は、 中 心/周 縁 と い うそ れ 自体 中 心 化 の 論 理 に加 担 し、 単

に み ず か らの周 縁 性 を主 張 す る こ と に よ って な され る ので は な く、 中 心 と周 縁

との位 置、 区別 そ れ 自体 の 位 置 を曖 昧 に し、 ず らす こ と に よ って な さ れ る。 っ

ま り 「中心 と周 縁 の 間 を 往 復 」 し、 そ れ によ って両 者 の位 置 をず らす ことに よ っ

て、 そ の位 置 関 係 を 逆 転 す る こと が可 能 とな る の だ。10ち ょ う ど ジ ョイ ス が 、

周 縁 的 な もの と中 心 的 な も の と を列 挙 し、 男 性 性 と女 性 性 の境 界 を朧 げ に し、

極 小 を極 大 化 し、 極 大 を 極 小 化 し、 マ イ ナ ー と メ イ ジ ャー との差 異 を撹乱 させ、

そ れ に よ って 互 い の 位 置 の 逆 転 を試 み た よ うに。 っ い で なが ら、 ジ ョイ ス の こ

の テ ク ス ト内 にお け る、 父 性 の虚 構 性 だ け で な く、 人 の 自 己 同一 性 を証 明 す る

はず の 名 前 へ の懐 疑 な ど も、 男 根 論 理 中心 主 義 を批 判 す るデ リダ の理 論 と如 実

に連 動 しあ って い るの で あ る。

　 だ か らこそ 『ユ リシ ー ズ』 に お い て は、 悪 夢 の よ うな 「キ ル ケ ー」 の夜 の街

で 、 ア イ ル ラ ン ドと イ ギ リス は緑 と赤 に 分 か れ て壮 絶 な戦 い を展 開 し、 正/負 、

男/女 、 支 配 者/被 支 配 者 とい った 階層 関係 は次 第 に揺 ら ぎを見 せ、 負 性 が正

性 へ と反 転 し、 ジ ェ ンダ ー の境 界 は撹 乱 されて い く。実 際 こ こで は、 ジェ ンダー

の境 界 は しば しば朧 げ で、 両 項 は交 換可 能 な もの とな り、 両 性 具 有 の 記 号 は い

た る と こ ろ に あふ れ だす 。 た とえ ば、 この 日 ダ ブ リンで上 演 され る 『リア王』

と前 日 の 『ハ ム レ ッ ト』 公 演 は 「男 性詐 称者」 のMrs　 Bandman　 Palmerに よ っ

て 演 じ られ 、 シェ イ ク ス ピア は ステ ィー ヴ ンに よ って、 「両 性 具 有 の 天 使 で 、

自 らが 自 らの妻 」(175)で もあ り 「自 らが 自 らの 父 で あ る」 と称 え られ 、 彼 の

シェ イ ク ス ピア論 を 聞 い たMulliganは 「わ た し子 供 が お 腹 に い るの 。 わ た し

の頭 の な か に は、 ま だ生 ま れ て いな い子 供 が い るの」(171)と お ど けて み せ 、

一 方 「勇 敢 な女 性 」Mina　 Purefoyは 彼 女 の9回 目 の お産 を 「男 らし く」(343)

や り遂 げ る。 「近 頃 の娘 た ち は新 しい女 の た め の ブル ー マ ー を 着 て 自転 車 に乗

る」(626)と い った よ うに 、 「新 しい女 」 た ち の た め の衣 装 「ブ ル ー マ ー 」 の

10Jacques　 Derrida,　 Positions,　 Paris:Minuit,1972.[高 橋 允 昭 訳 『ポ ジ シ オ ン』

　 青 土社 、1981年]
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流 行 に よ って 、 男 女 の 境 界 は衣 装 の上 で も朧 げ に な りっ つ あ る の だ が、 そ もそ

も ブル ー ム は、 「女 の虚 弱 さ、 男 の 強 健 さ」 と い っ た二 分 法 が 「虚 偽 の 推 論 」

(604)に 他 な らな い こ と を見 抜 い て もい る。 こ う した ジェ ン ダー の揺 ら ぎ は、

「ワ ル プ ル ギ ス ・ナ ハ ト」 た る15章 で は一 層 激 し く前 景 化 さ れ 、 ブ ル ー ム の

か っ て の 恋 人Mrs　 Breenは 男 装 して登 場 し(361)、 トル コの衣 装 を纏 ったモ リー

は ブル ー ム に主 人 が 奴 隷 に対 す る よ うな態 度 で接 す る(359)。 さ らに ブ ル ー ム

は、 医 学 的 に 「両 性 性 的 に異 常 」、 「手 っ かず の処 女 」、 「新 しい女 性 的 な男 の み

ご とな 例 」(402-3)と い う宣 告 を 受 け た後 、8人 の 子 供 の 「母 親 」 と な る に至

るの で あ る。 ジ ェ ンダ ー の揺 ら ぎは、 もち ろ ん こ こ ダ ブ リンに お い て は単 に男

/女 と い う階 層 関 係 の反 転 ・転 覆 とい う問題 に留 ま らず、 同 時 に民 族 の 問題 、

英 語 に よ る支 配 と い っ た こと も含 ん だ 言語 の 問題 、 父 と子 や母 と子 の 関係 を含

ん だ 父 権 的 制 度 の問 題 な ど の ポ リテ ィ ッ クス へ と連 な り、 つ い には 「書 く行為 」

と アイ ル ラ ン ドと の関 わ りへ と連 鎖 して こ と にな る。

4　 書 くことと女性性

　 さて 、 父 的 ・男 性 的 権 威 へ の反 撃 の よ り ど こ ろ の して の 「書 く行 為 」 は、

『ユ リシ ー ズ』 で は、 男性 的 な フ ァロ ス的 力 と して の ペ ン とい うよ り は、 女 の

身 体 と して イ メ ー ジされ て い る。 男 性 的 な 力 に対抗 す るの に、 男 性 的 力 を も っ

て す る の で は な く、 や は り周 縁 的 な 女 性 性 に依 拠 しよ うとす るのだ。「イ タケ ー」

の 章 で イ ス ラエ ル とア イ ル ラ ン ドの 各 々の 特 徴 が 記 され る なか 、両 者 の 「考古

学 的 、 系 譜 学 的 、 聖 人 研 究 学 的、 注 釈 学 的 、 説 法 学 的 、地 名学 的、 歴 史 的、 宗

教 学 的 文 献 」 と して、 「ラ ビた ち と クル デ た ち の著 作 、 律 法 、 ユ ダ ヤ不 成 文 律

法 タ ル ム ー ド(ミ シ ュナ とゲ マ ラ)、 旧約 聖 書 ヘ ブ ライ語 校 訂 本 、 モ ー セ の五

書 、 ダ ン ・カ ウ の書 、 バ リモ ー トの 書 、 ホ ウ ス の花 束 、 ケ ル ズ の 書 」(564)が

挙 げ られ る。 この よ うに して、 後 半 の あ ま り人 に知 られ る こ と のな い ア イ ル ラ

ン ドの 中世 の写 本 は、 世 界 史 上 大 き な意 味 を持 っ ユ ダ ヤ ・キ リス ト教 の世 界 最

古 の書 物 と肩 を並 べ る。 しか も、 そ の 目録 の最 後 に 目立 た な い よ う に忍 び こ ま

され て い る 「ケ ル ズの書 」 こそ は、 も っと も ア イ ル ラ ン ド的古 典 的書物 と して、
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ジ ョイ スが ヨ ー ロ ッパ 放 浪 中 は片 時 も手 放 す こ と の なか っ た もの で あ る。 この

「ケ ル ズ の書 」 は、 「ケル トの 想 念 」 が 、 「顛 倒 、 歪 み、 逆 転 、 裏 返 し、 変 貌 、

そ して増 殖 」 とい った い か に も ケル ト的 文 様 に よ って 視 覚 化 され た 、11い わ ば

ア イル ラ ン ドの精 髄 とで も言 うべ き書 物 で あ る。

ロ ー マで も チ ュ ー リ ッ ヒで も トリエ ス テで も、 わ た しは ど こに行 くに もそ

れ を持 ち歩 き、 何 時 間 もそ の技 に見 入 りま した。 そ れ は何 よ り も純 粋 に ア

イ ル ラ ン ド的 で 、 頁 い っ ぱ い に広 が る頭 文 字 の い くつ か は 『ユ リシー ズ』

の一 章 の 本 質 を 成 す 性 格 を持 って い ます 。 た しか に、 わ た しの作 品 の大 部

分 は、 そ の精 巧 な彩 色 飾 に なぞ らえ る こ とが で き ます 。 作 品 の ど の ペ ー ジ

を 取 り出 して も、 これ が ほか な らぬ この作 品 だ と分 か る よ うで あ りた い の

で す 。12

『ユ リシー ズ』 に よ って 『ケ ル ズの書 』 に匹敵 す る よ う な本 を 書 き た い 、 と の

思 い は、 当 の テ ク ス トの第 十 四挿 話 の な か に もひ っそ り と挿 み こま れ て い る。

「ドル イ ドラ ムの 印刷 屋 で、 二 人 の女 流 図案 家 に 印 刷 と装 丁 を させ るん だ。 しょ

ん べ ん 緑 色 の鞍 し皮 表 紙 で。 芸 術 的 色 合 い に お け る細 心 技 術 で。 現 代 に お い て

ア イ ル ラ ン ドか ら生 ま れ た最 も美 しい書 物(346)」 。 っ いで なが ら、 『フ ィネ ガ

ンズ ・ウ ェ イ ク』 で は、 『ケ ル ズの 書』 は 『フ ィ ネ ガ ンズ ・ウ ェ イ ク」 か ら派

生 し、 ジ ョイ ス に よ って書 か れ た とい う こ とに な って い る。 ケ ル ズの 写本 に つ

いて の ア ル ー ジ ョ ンは第 十 二 挿 話 「キ ュ ー ク ロプ ス」 を始 あ と して い 至 る と こ

ろ に見 られ るが 、 ジ ョイ ス 自身 、 この書 の 中身 と と もに、 螺 旋 状 に精 巧 に彩 ら

れ た図 案 に も心 引 か れ て い た よ うで、 そ う した特 徴 は例 え ば第 九 挿話 の 図書 館

司 書 が 館 内 を ス テ ップ を踏 み っ っ移 動 す る際 の 「舞 踏 的 語 り(Choreographic

narrative)」 な ど に窺 え るか も知 れ な い。13

11　 鶴 岡 真 弓　 「ケ ル ト/装 飾 的 思 考 』 ち くま学 芸 文 庫

12Ellmann,　 James　 Joyce,558-9参 照 。

1983年 、74頁 。

13 Bernard Benstock, Narrative Con/Texts in Ulysses, London:  Macmillan: 

 1991.
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　しかも、 ジョイスが周縁性の復権を彼の昨品に託 したこの 「書 く」という行

為には、常に 「女性性」が刻印されており、また常に女性的なるものが喚起さ

れている。第十四挿話の産院の場面で、女性の豊穣性を讃えなが らスティーヴ

ンは、創造について次のように言う。

「みな人よ、時の廃虚は永遠の館を築 く」。 こは何の意 か。欲情の風 は茨

草を吹き荒 らせ しが、後には、茨草は時の小園に薔薇 と咲 き誇 る。心 して

聞き給え。女の子宮において言葉は肉体 となり、創造主の魂において、変

わ りゆ くあらゆる肉体は、変わることなき言葉となる。 これが後産なり。

すべての肉体は汝に帰す。　　　　　　　　　　　　　　　　 (320)

時の経過の中で変わりゆく 「肉体」が、変わることのない 「言葉」 となり、不

滅性を獲得するたあに、「言葉」が 「肉化する」という転倒が、「女の子宮」 も

しくは 「創造者」の魂のなかで起 こる。 このように、負性を負わされてきた女

性的なるものは、 この書 くという創造の力によって何者にも侵 されることのな

い永遠性 ・不滅性をわがものとすることが可能 となるのである。 ここでは創造

者としての作家の魂 は豊穣な 「女の子宮」 と同化 されるのだ。

　 このように、 ジョイスにとって、アイルランド的なものの表象としての女の

身体は、故郷 ダブリンにっいて記す彼の言葉が書 き込まれるマ トリックス(母

体)で もあり、「書かれる」=「 読まれる」 ことによってたえず意味決定性を

拒む女の身体の上 に刻 まれ、築 きあげられたのがダブリンという都市でもあり、

『ユ リシーズ』という書物なのだ。 こうして、異国にありなが ら、母国の伝統

を徹底的に女の身体というマトリックスの上 に書き込むことによって、ダブリ

ンは初めて 「麻痺 した」隷属的な 「ヨーロッパ第七番目の」侘しい 都市から、

世界的な普遍性をもつ都市へと生まれ変わるのだ。

5　 ノ ラ と い う マ ト ッ リ ク ス

　『ユ リシーズ』の最終章 「ペネロペ」のモ リーによる句読点無 しで流れる独

白は、女の身体 と言葉とが渾然一体となった最 も端的な例 といえるかも知れな
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い。 「イ エ ス 山 に咲 くぼ くの はな イ エ ス と い って お くれ と そ して わ た しは ま ず

彼 を だ き しめ イ ェ ス そ して か れ を ひ き よ せ彼 が わ た しの乳 房 に す っか りふ れ る

こ とが で き る よ う に にお や か に イ エ ス そ して彼 の心 臓 は高 鳴 って い て そ して イ

エ ス とわ た しは い っ た イ エ ス い い わ よ イ エス」(704)。 ブ ル ー ム の 求 愛 を 初 め

て受 け入 れ た あ の ホ ウ ス の丘 で の愛 撫 の 場面 の追 憶 へ何 度 も何 度 も立 ち返 る こ

と に よ って 、 モ リー が彼 と の愛 を肯 定 して終 わ る この文 体 は、 ジ ョイ ス の妻 ノ

ラが ジ ョイ ス に あ て た手 紙 を反 映 して い る とい わ れ て い る。 彼 が きわ め て ア イ

ル ラ ン ド的 な こ の ノ ラ ・バ ー ナ ク ル を、 たえ ず か た わ らに従 え て ヨー ロ ッパ を

放 浪 した さ ま は、 最 もア イ ル ラ ン ド的 な もの と彼 が考 え た 『ケ ル ズ の書 』 を携

え て ヨー ロ ッパ を放 浪 した と い う事 実 と奇妙 な相 似 を 成 して い る。

　 ジ ョイ ス に と って ノ ラが ど の よ うな 存 在 で あ った か は、 ヨー ロ ッパ に旅 立 っ

て 以 来 の最 初 の帰 郷 で あ る1909年 の 夏 に、 彼 が ノ ラ に せ っせ と書 き送 っ た手

紙 の な か に窺 う こ とが で き るか も知 れ な い。 この時 彼 は、 彼 が ノ ラに 求 愛 して

い た 当時 、 ノ ラが彼 だ け で な く彼 の 友 人 の コ ズ グ レイ ヴ と もっ きあ って い た こ

と を知 らさ れ、 ノ ラの不 実 を な じる手 紙 を送 って い る。 そ の 後 別 の 友 人 か らこ

の話 が 「汚 ら しい作 り話 」 で あ った こ と を納 得 させ られ 、 一 転 して ノ ラ に熱 烈

な求 愛 の手 紙 を送 る。 そ して か ね て か らの約束 で あ った ノ ラの故 郷 ゴール ウ ェー

に息 子 と と も に行 き、 ノ ラの 母 親 に会 い、 彼 女 か ら 「オ ー ム リー の 乙 女 」(こ

れ を君 の歌 と ジ ョイ ス は 呼 ぶ)を 歌 って も らい、 少 女 時 代 の ノ ラの イ メ ー ジ に

浸 さ れ お お い に満 足 した こ とを 伝 え て い る。 ま た第 二 回 の帰 郷 に際 して は、 ダ

ブ リンに対 す る呪 い の言 葉 を 吐 くか と思、え ば、 ノ ラへ の想 い と祖 国 へ の愛 を 確

認 した こ とを 書 き伝 え て い る。 っ ま り ジ ョイ ス に対 す る(架 空 の)裏 切 り、 素

朴 さ、 愛 憎 、 それ らを す べ て 合 わ せ て、 ノ ラは彼 に と って ア イ ル ラ ン ドそ の も

の で あ った のか も知 れ な い。

こ こ は きわ あ て ア イル ラ ン ド的 だ。 私 とい う男 は長 い こと外 国暮 ら しを し、

また い ろ い ろな 国 で 生 活 を送 って い るの で、 どん な もの に で もす ぐア イ ル

ラ ン ドの声 を 感 じる。 テ ー ブ ル が き ちん と して い な い の もア イ ル ラ ン ドだ

か らこ そで あ り、 彼 らの顔 に浮 か ぶ もの珍 しげ な表 情 も....
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　 私 は彼 女 の中 に、 世 界 の美 と、 生 そ の もの の不 可 思 議 さと美 を、 そ して、

私 が そ の子 供 で あ る民 族 の美 と非 運 の イ メ ー ジを...愛 して き た の だ っ

た。14

最 もア イ ル ラ ン ド的 な書 物 と、 故 郷 そ の もの の よ うな女 を傍 ら に措 き、 故 郷 か

ら遠 く離 れ た 中央 ヨー ロ ッパ で ダ ブ リ ンにっ いて 書 く。 こ こ に は 「タ ラへ の最

も近 道 は ホ ー リヘ ッ ド経 由 だ」 と記 した ジ ョイ ス の創 作 の 回路 が窺 え るだ ろ う。

さ らに ま た、 書 く こ と と女 の身 体 との 密 接 な 相 互 関 係 につ いて も推 測 す る こ と

が で きる か も知 れ な い。

　 だが 、 ノ ラの ほ う は ど うだ った の か 。 裏 切 る女 、 ア イ ル ラ ン ドそ の もので あ

る女 、 「美 と非 運 」 の イ メ ー ジ と して の女 、 と して 夫 の 「書 き物 」 の な か で 表

象 さ れ続 け た ノ ラ 自身 の ほ う は。 ジ ョイ ス の死 後 半 年 を経 た ノ ラ の告 解 室 に お

け る告 白 とい う形 式 を と った 、 イ ンゲ ・イ ズ ラ エ ル の 「ク リー ン ・ブ レス ト

　 　 告 解 室 の ノ ラ ・ジ ョイ ス』 は、 「ユ リシー ズ』 の最 終 章 の モ リー の 独 白 を、

この ノ ラの視 点 か ら 「読 み 換 え 」 た も の と して、 き わ めて 興 味 深 い。

書 き出してか ら七年間あの人が話 してくれるのはあの本のことばかりうん

ざりで したいっそ神様があの人の舌を腐 らせてくださればそう思 ったくら

いですでもとても慈悲深い神様ですからジムの心を読み取 ってくださった

よこしまなところなど何 もないと分かってくださったそこにあるのはただ

コトバに対するとめどない渇望と認めてくださったあの人 ったらどんなに

詰 らないことで もとことん知 りたがるクソみたいな失礼神父 さま屑みたい

なけが らわ しいことさえなにもかも噛みこな し呑みこんでそのあげ く吐き

戻 します雑多なものが意味ありげに入 りまじった雑炊のようなものを見事

な芸当だなんて言 う人 もいたりしてそれはそれで結構で しょうよでもねこ

まるんですあたしはあそこにはあた しの言葉もまぎれこまされているんで

すもの 「僕は小石みたいなものさノラ君の手の中の小石僕の書 くものに深

遠な真実の心 うっものがあるとすればそれはすべて君か らうまれたのだ」

14 Letters of James Joyce, vol.2, ed. Richard  Ellman, New York: Viking 

 Press, 1957, 266.
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あ の 人 はそ う言 い ま した あ た しが 喜 ぶ とで も思 っ た ので し ょ うけ れ ど うれ

しい ど こ ろか 気 が 重 くな るば か り15

フ ラ ンク フル トに生 まれ 、 青 春 時 代 を ダ ブ リ ンで 過 ご し、 カ ナ ダ に住 む この作

家 に よ る この 戯 曲 は、 ノ ラ と ジ ョイ ス と彼 の 書 き物 で あ る 『ユ リ シー ズ』 との

間 の 三 角 関 係 が ど の よ うな性 質 の もので あ っ たか を浮 か び あ が らせ て くれ る。

モ リー の独 白 を思 わ せ る この語 りは、 ノ ラの身 体 の言 葉 を漁 る芸 術 家 の夫 へ の

愛 憎 とそ の 息 づ か い まで 彷 佛 とさせ る。 恐 ら く 「ユ リ シー ズ』 とい う小 説 は、

た とえ 作 家 の フ ァ リ ック な ペ ンの力 に よ って女 の身 体 とい うマ ト リッ クス に刻

まれ た書 物 な のだ と して も、 少 な く と もモ リー の独 白 の彼 方 か ら この ノ ラの 肉

声 を 「読 む 」 可 能 性 へ と開 か れ た テ クス トで もあ るの だ。

6　 ポ リテ ィカル な都市 ダブ リン

　 故 郷 ダ ブ リンの負 性 を見 据 え、 ヨー ロ ッパ とい う回路 を経 る こ と に よ り、負

を正 へ と反 転 ・逆 転 させ る こ とで、 ダ ブ リン は地 方 都 市 で あ りな が ら、永 遠 の

相 貌 を持 っ 独 自な都 市 へ と変 貌 す る。 世 紀 末 か ら20世 紀 初 頭 にか けて ヨー ロ ッ

パ を、 ま た英 国 を襲 った、 ジ ェ ン ダー、 民 族 な どを.一ぐ る さ ま ざ まな 地 殻変 動

の ダイ ナ ミズ ムを い ち はや く同 時代 的 に 映 し出 す、1904年6月16日 の ダ ブ リ

ンは、 す ぐれ て ポ リテ ィカ ル な都 市 で もあ るの だ。

15　 イ ンゲ ・イ ズ ラ エ ル著 　 大 澤 正 佳 訳 　 「ク リー ン ・ブ レス ト　 ー告 解 室 の ノ ラ ・ジ ョ

　 イ ス」、 「へ るめ す 』44号 、 岩 波 書 店 、1993年 、134頁 。


